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アンコール遺跡に

おける探査の成果

はじめに奈良国立文化財研究所では平成4 年度より文

化庁文化財保護部伝統文化課が所管するアンコール文化

遺産保護共同研究事業の実務を担当しているが、このな

かで近年発見されたクメール土器窯跡群の調査にも参加

して、現地対応機関であるA P S ＡＲＡや上智大学と共に

研究を進めている。

ここでは、その共同研究の中から物理探在すなわち磁

気探査と地中レーダー探査による結果を紹介する。

夕二村の窯跡群研究の対象としたクメール土器を生産

した窯跡は、著名なアンコール遺跡群が存在するシェム

リアップ市街から東北東へ約3 0 k ｍ離れた位世にあるダ

ニと呼ぶ集落のなかにある。

ここには、周囲の水川よりも約２～３ｍほど高い、I 照

1 0 0 ｍ弱の低丘陵が南北へ約7 0 0 ｍばかり延びているが、

窯跡はこの丘陵の南北に集中して２グループを形成して

いる。それぞれの窯跡は、わが国にみる古城墳丘のよう

な小丘状を呈しており、これを中心に土器が散布してい

る。窯体はこの高まりの中にあると推定できる。

探査の方法磁気探査には、地磁気の鉛直成分の差分を

測定するイギリスGe o s c a n 社製のフラックスゲート型グ

ラジオメーターであるＦＭ1 8 を用いた。測定の間隔はタ

テ、ヨコともに1 ｍである。測定の粘度としてはＯｏ１ｎＴ

( ナノテスラ）のレンジを採用した。

地中レーダー探査では、アメリカGS S I 社製のS I R - 2 型

の装慨により、3 0 0 ＭＨｚのアンテナを使用した。データ

の収録時間は1 0 0 , s である。アンテナ走査は、いずれの

測定範囲でも南北あるいは東西に設定した１ｍ間隔の測

線に依拠しておこなった。

データ処理に際しては、平而図を作成するＴｉｍｅＳｌｉｃｅ

の方法を応用した（本禍: P ､ 3 4 . 3 5 参照) 。この方法では、

地表下のある一定の深さにあるデータを取りだして平而

におき、電波の反射や減衰などの状況を表す。

探査の結果探査の範囲は２箇所に分け、それぞれが南

北で集中する窯跡を含むように設定した。以下では、便

宜上これらの範囲を北測定区と南測定区と呼称すること

にする。

( 北測定区）測定のために設定した範囲は、南北6 0 ｍ、

、一つI . ~ハー

図１北測定区の地形と測定範囲
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図２磁気探査の結果（ｊﾋ 測定区）
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図３地中レーダー平面図（北測定区）
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東i J I i 3 0 mであるが、実際に測定できたI 耐i は探査方法に

よって若干異なる。

磁気探査の結果をみると、測定範朋に含めた３筒所の

それぞれの高まりに対応する位侭に、磁気異常を認める

ことができる（図２) 。これらのうち、東側の２箇所で

は円形、四の１箇所は細挺い異常を示すことが注意され

る。すなわち、それぞれは尚まりのが示す地形の形態と

類似しているのである。

地中レーダー探査では、深さ約1 . 2 ～1 . 5 ｍ程度と思われ

る平而図（図３）で、磁気探企でみた２箇所とほぼ等し

い地点に、電波の反射の大きいことを認めるが、北東の

１箇所では対応する位ｌｉｆｔにない。しかし、３ｍ近い深さ

をみると、高まりの中央から東へ延びる、完結する反る

反射が認められるので、この窯体のみは他よりも深い位

i Mf にあると推定される。

( 南測定Ⅸ）設定範州は東西4 5 ｍ、南北2 5 ｍであるが、

ここでも方法により測定範州は異なる（図４）。

磁気探査では、測定範囲に含んだ大小２雑の尚まりの

うち規模の大きな方には、北と南の２箇所に窯体に起閃

するらしい磁気異常を認めた。また、小規模の高まりで

も、それのほぼ中心に異常をI 認めることができる。

いずれも、ほぼ東西方向に長い。北側に伴っているマ

イナスの異常を参考にすると、全休の長さは５ｍ未満と

推定できそうである（似１５) 。

大きな規模の尚まりにある２箇所の異常のうち、南側

のものは、地形からみると肢も商い位悩にあたっていて、

いまｌ簡所の方はそれの北斜、裾の．上器片などが多く散

布する位侭にある。

このことからは、北に位世する方が古いため灰原に埋

もれた状態にあり、同時には存在していなかった、とい

うように推定できるかも知れない。

レーダー探査による結果では、深さにすると約6 0 ～

9 0 ｃｍ程度に対応すると思われる平而例において、磁気

探在でみた３箇所の異常地点すべてと、何じ位悩で大き

な反射を認めることができる。

この結果によれば、それぞれの窯体の方向は磁気探在

でみたものより若干異なる。磁気探在がタテ、ヨコとも

に１ｍ間隔のデータであることを考えると、レーダー探

究の方が、規模、位侭、形態ともに、より詳細かつ正確

捉えていると思われる。

、
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図４南測定区の地形と測定範度
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図６ｉ也中レーダー探宜平面図（南測定区）

おわりにここの探在では、２秘類の探杏方法により、

それぞれ' 1 1 - 地点で窯体が示すと思われる応答を認め

た。このことは、推定した位佃に窯体が存在している可

能性の大きいことを、示していると理解できる。異なる

測定原理による結果を、照合することが亜要なのである。

（西村康・森本晋／j 1 1 1 文センター・杉山洋／飛鳥盗料館）
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図５磁気探査の結果（南詞l 定区）
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